
  

1 

 

第
四
百
八
十
三
回 

青
葉
会
句
報 

句
会
：
令
和
八
年
七
月
二
十
三
日(

木) 

誌
上
選
句
会  

 
選 

 
 

者 

川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 

 

柿
崎
忠
彦 

熊
谷
く
に
お 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

小
早
健
介 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
た
だ
し
げ 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

 

山
崎
亜
也 
山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 

梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

◇
青
葉
会
は 

俳
句
に
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
ご
入
会
を
〝
い
つ
で
も
〟
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
‼ 

お
気
軽
に
下
記
に
て
ご
連
絡
を
！ 

 
 

連
絡
先Mail ; aobakai.mc@gmail.com 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
互 

選 

句
】 

◎
が
付
さ
れ
て
い
る
句
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

〇
は
選
句
し
た
会
員
に
よ
る
天
（
特
選
） 

十
点 

◎
遠
花
火
過
ぎ
し
日
想
ふ
文
の
束 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
孤
・
忠
・
千
・
龍
・
清
・
己
・
百
・ 

啓
・
三
・
盛
） 

 
 九

点 継
ぎ
は
ぎ
の
岐
阜
提
灯
や
父
母
送
る 

 
 
 
 

 

正
明 

 

（
く
・
く
す
・
孝
・
己
・
堂
・
百
・
亜
・ 

天
・
盛
） 

 

八
点 

◎
老
ひ
て
な
ほ
と
き
め
き
を
知
る
夏
の
夜 

 
 
 

 

盛
雄 

 

（
孤
・
忠
・
健
・
た
・
龍
・
孝
・
け
・
三
） 

 

七
点 ほ

う
た
る
に
漆
黒
の
夜
を
明
け
渡
す 

 
 
 
 

 

孤
舟 
 

（
五
・
と
・
清
・
堂
・
己
・
允
・
昇
） 

 

◎
猛
暑
と
て
千
年
の
古
都
コ
ン
チ
キ
チ
ン 

 
 
 
 
 

 

盛
雄 

 

（
孤
・
千
・
〇
龍
・
隆
・
正
・
亜
・
け
） 

 

六
点 星

祭
熟
女
二
人
の
赤
ワ
イ
ン 

 
 
 
 
 
  

 

千
恵 

 

（
く
す
・
忠
・
く
・
孝
・
隆
・
正
） 

 

五
点 

◎
夕
焼
け
て
西
方
浄
土
か
も
知
れ
ず 

 
 
 
 

  
 

昇 
 

（
孤
・
〇
く
す
・
忠
・
千
・
〇
孝
） 

 

四
点 歌

袋
絶
え
ず
震
は
せ
牛
蛙 

 
 
 
 
 
 

  
 

孤
舟 

 

（
五
・
と
・
千
・
天
） 

夏
の
海
か
つ
て
こ
こ
よ
り
浦
塩
へ 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

  

（
健
・
と
・
堂
・
啓
） 

夏
日
燃
ゆ
兵
糧
攻
め
に
あ
ひ
し
城 

 
 
 
 
 
   

仝 
 

（
く
す
・
千
・
孝
・
昇
） 

（
太
平
洋
戦
全
国
戦
災
都
市
空
爆
死
没
者
慰
霊
塔) 

 
 
 
 
  

五
十
万
の
御
霊
の
無
念
夏
の
雲 

 
 
 
 
  

 
 

仝 
 

（
清
・
堂
・
隆
・
盛
） 
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◎
焼
石
に
水
と
言
ひ
つ
つ
水
を
打
つ  

 
 
 
 
 
 

  
 

昇 
 
 

 
 

（
孤
・
允
・
百
・
天
） 

ス
コ
ー
ル
の
晴
れ
間
に
南
十
字
星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
く
・
〇
健
・
允
・
け
） 

夏
の
陽
に
明
る
き
仏
間
母
の
笑
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
く
す
・
た
・
〇
孝
・
百
） 

脳
外
科
の
コ
メ
ン
ト
を
待
ち
夏
を
生
く 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
忠
・
健
・
清
・
正
） 

 

三
点 孫

が
書
く
小
さ
な
願
い
星
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
龍
・
清
・
允
） 

草
矢
打
つ
少
年
の
目
に
愁
ひ
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
五
・
と
・
啓
） 

中
京(

な
か
ぎ
ょ
う)

に
二
階
囃
子
の
流
れ
ゆ
く 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
と
・
た
・
〇
昇
） 

唐
の
妃
に
ラ
イ
チ
を
運
ぶ
夏
の
霜 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
健
・
孝
・
昇
） 

◎
半
世
紀
経
て
再
会
や
焼
酎
酌
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
孤
・
正
・
〇
盛
） 

蛸
食
べ
て
無
病
息
災
半
夏
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
忠
・
千
・
盛
） 

夕
景
も
肴
に
浜
の
夏
料
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 

（
く
・
清
・
允
） 

梅
雨
明
け
や
波
照
間
島
の
光
る
海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

 
  

（
く
す
・
孝
・
堂
） 

青
蚊
帳
は
遊
び
場
な
り
し
里
の
古
家 

 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
堂
・
百
・
天
） 

真
夜
中
の
道
路
工
事
や
星
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
く
・
亜
・
け
） 

青
梅
雨
の
音
き
く
ば
か
り
坐
禅
堂 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
五
・
己
・
啓
） 

朝
刊
を
読
む
目
の
端
に
槿
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
孝
・
〇
三
・
盛
） 

 

二
点 天

突
で
押
し
出
し
す
る
り
心
太 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
五
・
百
） 

鰻
食
ぶ
惻
隠
の
情
抱
き
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
隆
・
三
） 

風
死
し
て
潮
香
か
ぶ
さ
る
ベ
イ
エ
リ
ア 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
啓
・
亜 

◎
と
び
き
り
の
昭
和
よ
武
相
荘
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
孤
・
〇
と
） 

◎
Ａ
Ｉ
も
答
え
に
窮
す
汗
た
ら
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
孤
・
正
） 

古
本
に
惹
か
れ
長
居
の
夜
店
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
健
・
孝
） 

今
年
の
蚊
羽
音
よ
わ
く
て
痩
せ
て
お
り 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
天
・
三
） 

梅
雨
明
け
や
う
れ
し
さ
よ
り
も
悲
愴
感 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
た
・
亜
） 

｢

お
代
わ
り｣

と
八
十
路
四
人
の
生
ビ
ー
ル 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
正
・
け
） 

◎
若
者
の
汗
美
し
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
孤
・
く
） 

 

清
流
も
濁
り
て
下
る
梅
雨
最
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
た
・
己
） 

◎
刺
青
と
タ
ト
ゥ
ー
の
あ
は
ひ
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
孤
・
啓
） 

 

一
点 

◎
香
水
が
好
き
な
美
輪
様
亡
く
な
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
孤
） 

実
梅
捥
ぐ
背
に
夕
陽
を
受
け
な
が
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
昇
） 

海
亀
の
滂
沱
の
泪
月
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
三
） 

留
学
の
娘
の
荷
を
解
く
や
夏
休
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

（
啓
） 

涼
み
台
家
族
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
位
置 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
五
） 

ハ
ラ
ハ
ラ
と
虎
が
涙
や
富
士
裾
野 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
昇
） 

鉢
植
え
の
朝
顔
の
つ
る
鉢
巻
き
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
隆
） 

旅
に
発
つ
妻
の
メ
モ
あ
り｢

冷
蔵
庫｣

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
天
） 
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二
人
目
の
女
の
曾
孫
夏
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
龍
） 

草
刈
る
も
雨
の
ち
晴
れ
て
お
い
繫
る 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
た
） 

孤
を
描
き
ミ
サ
イ
ル
飛
ぶ
地
芥
子
の
花 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
己
） 

名
付
け
た
る
和
菓
子
に
季
語
や
雲
の
峰 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
隆
） 

夏
雲
や
椰
子
そ
こ
こ
こ
に
逗
子
葉
山 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
け
） 

走
馬
灯
見
し
記
憶
す
ら
懐
か
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
己
） 

百
日
紅
咲
き
て
始
ま
る
あ
へ
ぐ
日
々 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
龍
） 

◎
夏
入
院
足
か
け
三
月
飽
き
飽
き
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
孤
） 

負
け
て
知
る
綱
の
矜
持
や
名
古
屋
場
所 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
亜
） 

  
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

 

【
選 

評
・
短 

評
】 

 

十
点 遠

花
火
過
ぎ
し
日
想
ふ
文
の
束 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
旧
い
手
紙
に
微
か
で
遥
か
な
記
憶
が
蘇
る
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
今
で
も
受
け
取
っ
た
手
紙
を
手
元
に
残
し
て
あ
る
な
ん
て
・
・
・ 

龍
平
さ
ん
・
・
・
年
と
共
に
遠
い
昔
事
が
懐
か
し
く
な
り 

価
値
の
有
る
重
み
を
増
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
遠
花
火
と
過
ぎ
し
日
が
呼
応
し
て
、
文
の
束
に
詰
ま
っ
た
想
い
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

九
点 継

ぎ
は
ぎ
の
岐
阜
提
灯
や
父
母
送
る 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
我
が
家
の
も
だ
い
ぶ
く
た
び
れ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
、
組
み
立
て
方
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
豆
球
が 

点
灯
す
る
と
や
れ
や
れ
で
す 

百
合
子
さ
ん
・
・『
継
ぎ
は
ぎ
』
の
一
言
で
消
し
難
い
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
岐
阜
提
灯
と
理
解
し
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
旧
家
の
景
を
想
像
。「
継
ぎ
は
ぎ
」
が
亡
き
方
々
へ
の
し
み
じ
み
と
し
た
思
い
を
伝
え
て
哀
切
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
何
代
続
い
た
岐
阜
提
灯
で
し
ょ
う
か
。
親
孝
行
で
す
ね
。 

 

八
点 老

ひ
て
な
ほ
と
き
め
き
を
知
る
夏
の
夜 
 
 
 
 

盛
雄 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
老
人
こ
そ
と
き
め
き
を
も
っ
て
生
き
た
い
も
の
。 

注
：
老
ひ 

→
 

老
い 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
こ
の
気
持
ち
良
く
理
解
で
き
る
。 

 

七
点 ほ

う
た
る
に
漆
黒
の
夜
を
明
け
渡
す 

 
 

 
  

 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
大
袈
裟
な
の
が
な
ん
と
も
い
い
で
す
ね
。
暗
闇
に
急
に
蛍
が
飛
ん
で
き
た
の
か
、
蛍
の
い
る
川
辺
に 

出
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
漆
黒
の
夜
に 

蛍
の
乱
舞
が
見
え
る
よ
う
。
お
上
手
な
お
句
と
感
心
し
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
、
下
五
に
感
服
し
ま
し
た
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
空
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
以
外
、
何
も
見
え
な
い
暗
闇
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
漆
黒
の
夜
の
主
役
は
蛍
。
幻
想
的
な
光
景
で
す
。 
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猛
暑
と
て
千
年
の
古
都
コ
ン
チ
キ
チ
ン 

 
 
 

  

盛
雄 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・ 

祇
園
祭
は
「
暑
さ
」
も
伝
統
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
千
年
以
上
続
く
祭
り
は
猛
暑
な
ど
に
は
邪
魔
さ
れ
ま
せ
ん
。
京
都
人
の
プ
ラ
イ
ド
。
コ
ン
チ
キ
チ 

ン
で
す
！ 

龍
平
さ
ん
・
・
・
次
男
坊
が
京
都
で
起
業
し
た
旅
行
会
社
が 

こ
の
夏13

年
目
を
迎
え
社
の
提
灯
を
作
製 

祇
園
祭 

に
参
加
行
進
し
た
。 

❮

コ
ン
チ
キ
チ
ン 

コ
ン
チ
キ
チ
ン❯

 

こ
れ
が 

こ
れ
か
ら1

000

年
も
続 

く
こ
と
を
祈
り
た
い
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
京
の
暑
さ
は
格
別
と
か
。「
コ
ン
チ
キ
チ
ン
京
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
」。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
こ
の
ヤ
ケ
ク
ソ
感
が
な
ん
と
も
い
い
。 

 

六
点 星

祭
熟
女
二
人
の
赤
ワ
イ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
  

千
恵 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
二
人
な
ら
「
淑
女
」
が
い
い
。
こ
ん
な
平
和
が
長
く
続
い
て
欲
し
い
。
国
民
の
努
力
次
第
だ
が
。 

 

五
点 夕

焼
け
て
西
方
浄
土
か
も
知
れ
ず 

 
 
 
 
 
 

  

昇 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
西
方
極
楽
は
茜
色
の
世
界
な
の
で
あ
ろ
う
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
茜
色
に
染
ま
っ
た
空
は
明
日
へ
の
希
望
と
か
な
ん
と
な
く
幸
せ
と
か
を
感
じ
ま
す
ね
。 

 

四
点 歌

袋
絶
え
ず
震
は
せ
牛
蛙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
食
用
の
外
来
種
だ
と
か
。
大
き
な
鳴
き
声
は
、
美
し
い
歌
に
は
程
遠
い
感
じ
で
す
。
歌
袋
と
い
う
の 

が
い
い
で
す
ね
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
あ
の
響
き
わ
た
る
牛
蛙
の
鳴
き
声
は 

歌
袋
の
せ
い
で
す
か
。
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
歌
袋
の
優
雅
な
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
蛙
の
喉
の
器
官
と
同
じ
呼
び
名
と
は
！ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
我
が
家
も
あ
ち
こ
ち
で
鳴
い
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
震
は
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
。 

夏
の
海
か
つ
て
こ
こ
よ
り
浦
塩
へ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
か
つ
て
日
本
海
側
の
ど
こ
か
の
港
か
ら
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
へ
航
海
し
た
歴
史
の
お
話
な
の
で 

し
ょ
う
。
浅
学
の
身
の
悲
し
さ
、
内
容
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
深
い
意
味
を
感
じ
ま
し
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
夫
の
祖
父
が
嘗
て 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
貿
易
商
を
し
て
い
ま
し
た
。
商
館
が
今
も
地
図
に
残
っ
て 

い
ま
す
。
昔
々
の
は
な
し
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
父
は
終
戦
間
際
に
日
本
海
を
わ
た
り
、
結
局
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
ま
し
た
。22

年11

月
に
帰 

国
で
き
ま
し
た
の
で
、
私
は
気
楽
な
人
生
を
歩
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

夏
日
燃
ゆ
兵
糧
攻
め
に
あ
ひ
し
城 

 
 
  

 
 
 

五
郎
太 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
多
分
今
や
石
垣
の
み
残
る
城
で
哀
愁
が
漂
う
の
で
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
季
語
の
斡
旋
が
兵
糧
攻
め
の
過
酷
さ
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。 

（
太
平
洋
戦
全
国
戦
災
都
市
空
爆
死
没
者
慰
霊
塔) 

 
 
 
 
  

五
十
万
の
御
霊
の
無
念
夏
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
戦
没
者
追
悼
の
夏
が
き
た
。
戦
争
の
火
種
は
厳
に
慎
む
べ
き
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
夏
が
来
る
と
思
い
出
す
句
。
忘
れ
ら
れ
な
い
〝
八
月
は
六
日
九
日
十
五
日
〟
。 
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焼
石
に
水
と
言
ひ
つ
つ
水
を
打
つ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

昇 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
効
果
が
無
い
と
解
り
な
が
ら
も
他
の
手
立
て
が
な
い
も
ど
か
し
さ
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
ど
う
に
も
な
ら
な
い
暑
さ
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
切
実
さ
と
ユ
ー
モ
ア
が
相
俟
っ
て
思
わ
ず
く
す
り
、
い
い
一
句
と
思
い
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
昨
今
四
十
度
と
か
言
っ
て
騒
い
で
い
ま
す
。
上
手
い
で
す
ね
。 

ス
コ
ー
ル
の
晴
れ
間
に
南
十
字
星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
南
十
字
星
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
南
方
で
暮
ら
し
て
い
た
時
、
発
見
し
て
大
喜
び
を
し 

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
小
学
生
の
頃
、
夜
の
校
庭
で
理
科
の
先
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
星
を
教
え
て
く
れ
た
。 

夏
の
陽
に
明
る
き
仏
間
母
の
笑
み 

 
 
 
 
 
  
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
対
す
る
気
持
ち
が
ほ
の
か
に
伝
わ
っ
て
来
る
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
夏
の
陽
だ
ま
り
の
中
、
仏
間
の
写
真
の
母
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
る
。
そ
の
穏
や
か
で
幸
せ
な 

時
間
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
穏
や
か
な
お
母
さ
ま
の
笑
み
に
、
な
ご
む
気
持
ち
と
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

三
点 孫

が
書
く
小
さ
な
願
い
星
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

忠
彦 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
星
は
何
で
も
知
っ
て
い
る
か
ら
？ 

允
章
さ
ん
・
・
・
何
と
も
か
わ
い
い
孫 

草
矢
打
つ
少
年
の
目
に
愁
ひ
か
な 

 
 
 
 
 
  
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
季
語
に
な
っ
て
い
る
「
草
矢
」、
初
め
て
見
ま
し
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
好
き
な
句
で
す
。 

中
京(

な
か
ぎ
ょ
う)

に
二
階
囃
子
の
流
れ
ゆ
く 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
祇
園
囃
子
の
お
稽
古
に
も 

情
緒
が
あ
り
ま
す
ね
。
京
都
人
で
な
く
て
も
心
弾
む
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
祇
園
祭
の
風
景
を
面
白
く
表
現
し
て
い
る
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
祇
園
囃
子
の
練
習
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。
今
年
は
特
に
熱
中
症
に
要
注
意
！ 

半
世
紀
経
て
再
会
や
焼
酎
酌
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
５
０
年
振
り
で
再
会
の
幼
友
達
。
長
年
熟
成
さ
れ
た
焼
酎
が
似
合
う
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
お
互
い
に
年
を
と
っ
た
な
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
五
十
年
ぶ
り
の
高
校
の
同
窓
会
で
し
ょ
う
か
。
盃
を
重
ね
る
う
ち
に
当
時
を
思
い
出
す
。
下
五
が
愉 

し
い
一
句
。 

蛸
食
べ
て
無
病
息
災
半
夏
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
  

千
恵
さ
ん
・
・
・
昔
の
人
の
「
こ
じ
つ
け
」
や
習
慣
が
楽
し
く
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
こ
れ
は
愉
し
い
。
面
白
い
佳
句
で
す
。 

夕
景
も
肴
に
浜
の
夏
料
理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
大
ジ
ョ
ッ
キ
で
ビ
ー
ル
が
殊
の
ほ
か
旨
い
。 

梅
雨
明
け
や
波
照
間
島
の
光
る
海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

 
  

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
浜
辺
で
の
ん
び
り
し
た
い
で
す
！ 

真
夜
中
の
道
路
工
事
や
星
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
殺
風
景
な
も
の
に
詩
情
を
見
出
す
ユ
ニ
ー
ク
さ
。 

青
梅
雨
の
音
き
く
ば
か
り
坐
禅
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
静
謐
な
句
。
座
禅
は
無
心
に
な
ら
ね
ば
。 
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朝
刊
を
読
む
目
の
端
に
槿
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
日
常
の
ひ
と
時
。
時
間
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
到
底
シ
ン
ク
ロ
し
そ
う
も
な
い
素
材
で
、
日
常
の
一
瞬
を
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。 

槿
は
、
は
な
や
か
で
す
が
、
儚
い
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。
好
き
な
花
の
一
つ
で
す
。 

青
蚊
帳
は
遊
び
場
な
り
し
里
の
古
家 

 
 
 
 
 
 

   

正
己 

 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
先
日NHK

テ
レ
ビ
で
タ
モ
リ
が
蚊
帳
に
入
っ
て
い
る
の
を
観
ま
し
た
。
あ
れ
こ
れ
と
思
い
出
し
ま 

し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
蚊
帳
を
吊
り
終
っ
た
途
端
「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と
ば
か
り
に
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
よ
く
遊
び 

ま
し
た
が
、
何
が
楽
し
か
っ
た
の
か
？ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
も
は
や
九
十
年
前
で
す
が
、
妹
た
ち
と
水
泳
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。 

 

二
点 天

突
で
押
し
出
し
す
る
り
心
太 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

忠
彦 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
甘
党
で
は
な
い
の
で
す
が
、
最
近
は
冷
蔵
庫
で
は
も
っ
ぱ
ら
水
羊
羹
を
冷
や
し
て
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
あ
の
押
し
出
す
瞬
間
の
達
成
感
が
爽
快
で
、
や
ら
せ
て
！
と
何
回
も
、
家
族
の
風
景
が
蘇
っ
て
来
ま 

し
た
。 

 

風
死
し
て
潮
香
か
ぶ
さ
る
ベ
イ
エ
リ
ア 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
凪
。
海
に
近
い
街
中
に
も
潮
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。
季
語
の
斡
旋
で
暑
苦
し
さ
が
増
し
て
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
都
会
の
街
並
み
に
あ
っ
て
も
、
ふ
と
気
付
か
せ
る
嗅
覚
の
不
思
議
。 

と
び
き
り
の
昭
和
よ
武
相
荘
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
戦
後
の
昭
和
史
が
大
き
く
動
い
た
現
場
。 

と
み
子
さ
ん
・
・「
と
び
き
り
」
の
ひ
と
言
で
、
武
相
荘
の
趣
き
の
あ
る
雰
囲
気
が
想
像
出
来
ま
す
。 

 

Ａ
Ｉ
も
答
え
に
窮
す
汗
た
ら
り 

 
 
 
 
 
 
 
  

千
恵 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・AI

も
完
璧
で
は
な
く
冷
汗
も
の
の
時
も
。 

今
年
の
蚊
羽
音
よ
わ
く
て
痩
せ
て
お
り 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
大
変
な
昆
虫
学
者
で
す
ね
。
驚
き
ま
し
た
。 

梅
雨
明
け
や
う
れ
し
さ
よ
り
も
悲
愴
感 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
今
年
の
天
候
の
移
り
変
わ
り
を
上
手
に
表
現
し
て
い
る
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
始
ま
る
酷
暑
、
お
互
い
な
ん
と
か
凌
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

若
者
の
汗
美
し
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
災
害
復
旧
に
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
者
は
頼
も
し
い
。 

刺
青
と
タ
ト
ゥ
ー
の
あ
は
ひ
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
刺
青
と
タ
ト
ゥ
ー
の
違
い
は
サ
ン
グ
ラ
ス
越
し
で
は
分
か
ら
な
い
？ 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
現
代
で
は
急
速
に
刺
青
と
タ
ト
ゥ
ー
の
違
い
が
曖
昧
に
。
別
の
意
味
で
読
ん
で
も
、
サ
ン
グ
ラ
ス
は

市
民
権
を
得
ま
し
た
ね
。 

 

一
点 香

水
が
好
き
な
美
輪
様
亡
く
な
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
独
特
な
美
意
識
を
持
っ
た
見
事
な
生
き
様
だ
っ
た
。 

涼
み
台
家
族
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
位
置 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
お
宅
で
し
ょ
う
か
、
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
場
所
に
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
す
。 

上
手
で
す
ね
。 
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ハ
ラ
ハ
ラ
と
虎
が
涙
や
富
士
裾
野 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
の
哀
話
。
亡
き
曽
我
十
郎
を
想
う
虎
御
前
の
悲
涙
は
幾
ば
か
り
か
。 

鉢
植
え
の
朝
顔
の
つ
る
鉢
巻
き
に 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
朝
顔
の
つ
る
鉢
巻
き
に
威
勢
よ
く
」。
今
年
は
、
朝
顔
市
（
鬼
子
母
神
）
、
鬼
灯
市
（
浅
草
寺
）
に 

お
参
り
し
た
。「
ほ
ほ
づ
き
の
橙
色
や
初
盆
会
」。 

旅
に
発
つ
妻
の
メ
モ
あ
り｢

冷
蔵
庫｣

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
旅
で
な
く
て
も
、
外
出
時
の
指
示
は
冷
蔵
庫
に
あ
る
か
ら
食
べ
て
下
さ
い
で
す
よ
ね
。 

二
人
目
の
女
の
曾
孫
夏
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・❮

夏
の
空❯
の
意
を
知
り
た
し 

草
刈
る
も
雨
の
ち
晴
れ
て
お
い
繫
る 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
刈
っ
て
も
刈
っ
て
も
の
気
持
ち
が
よ
く
分
る
。 

名
付
け
た
る
和
菓
子
に
季
語
や
雲
の
峰 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
和
菓
子
屋
の
棚
を
彩
る
雲
の
峰
」。
甘
党
は
雲
の
峰
の
味
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
。 

百
日
紅
咲
き
て
始
ま
る
あ
へ
ぐ
日
々 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
あ
の
花
な
ら 

〝
茹
だ
る
゛
で
も
イ
ケ
る
の
で
は
？ 

夏
入
院
足
か
け
三
月
飽
き
飽
き
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
分
る
。
一
日
も
早
い
ご
退
院
を
。 

負
け
て
知
る
綱
の
矜
持
や
名
古
屋
場
所 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
同
情
、
応
援
、
は
た
ま
た
叱
責
？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

八
月
青
葉
会 

八
月
二
十
七
日(

木)  

誌
上
選
句
会
で
す
。 

 
 

☆
ご
出
句
に
つ
い
て 

 
 

八
月
二
十
二
日(

土)

を
締
め
切
り
と
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

通
常
句
会
ご
出
席
の
方
も
、
ご
投
句
の
方
も
、
七
月
同
様
、
二
句
～
五
句 

を
ご
投
句
下
さ
い
。 

 
 

☆
誌
上
句
会
の
た
め
、
二
十
七
日
午
前
中
に
皆
様
へ
「
選
句
表
」
を
送
信
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
郵
送
の
方
に
は
二
十
七
日
に
は
お
手
許
に
届
く
よ
う
発
送
し
ま
す
。 

 
 
 
 

通
常
は
選
句
だ
け
で
ご
参
加
の
か
た
も
是
非
た
ま
に
は
一
句
捻
っ
て
み
て
頂
戴
で
き
ま
し
た
ら 

 
 
 
 

嬉
し
く
有
難
く
選
句
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

  
 

☆
選
句
締
切
日 

 

９
月
５
日
（
土
）
を
選
句
締
切
日
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 

結
果
の
句
会
報
の
発
行
は
、
九
月
十
日(

木)

を
予
定
致
し
ま
す
。 

 
 

 

九
月
青
葉
会 

九
月
二
十
四
日(

木)
 

午
後
一
時
～ 

 

定
例
句
会
で
す 

 

例
会
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

６
階 

ビ
ー
ナ
ス
の
間
で
す
。 

 
 

☆
ご
出
句
に
つ
い
て 

 
 

九
月
十
九
日(

土)

を
締
め
切
り
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

通
常
句
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
の
方
に
は
５
句
、
ご
投
句
の
方
に
は
二
句
か
ら
三
句
を 

目
処
と
し
て
ご
投
句
下
さ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 
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【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 
今
回
は
猛
暑
の
時
期
と
し
て
、
従
来
は
八
月
の
み
だ
っ
た
誌
上
句
会
を
、
七
月
も
と
共
に
誌
上
句
会
と
致

し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
出
句
に
つ
い
て
同
条
件
と
し
て
二
句
か
ら
五
句
ま
で
、
と
し
た
と
こ
ろ
、
数
名

の
方
が
五
句
お
出
し
下
さ
い
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
は
今
月
も
佳
句
が
多
く
選
句

に
迷
い
ま
し
た
と
い
う
感
想
を
多
く
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。 

二
、 

結
果
は
ご
覧
の
通
り
で
、
最
上
位
十
点
は 

と
み
子
さ
ん
。
い
つ
も
生
活
の
景
を
巧
み
に
切
り
取
り
、
優

し
い
目
線
で
俳
句
を
作
ら
れ
ま
す
。
お
人
柄
が
分
か
る
よ
う
で
す
。
次
点
九
点
は
正
明
さ
ん
で
、
時
事
句

を
は
じ
め
広
い
範
囲
の
作
句
を
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
生
活
の
行
事
で
の
思
い
。
お
盆
で
ご
両
親
様
の
頃
か

ら
お
使
い
だ
っ
た
ら
し
い
岐
阜
提
灯
に
想
い
を
託
さ
れ
て
。
三
番
手
八
点
に
は
、
関
西
の
盛
雄
さ
ん
。
関

西
で
も
時
に
毎
日
新
聞
・
兵
庫
文
芸
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
俳
句
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。 

三
、 

こ
の
た
び
新
執
行
体
制
で
社
友
会
と
協
力
継
続
に
つ
い
て
確
認
致
し
ま
し
た
。 

毎
月
の
句
会
報
と
会
報
は
社
友
会
の
会
員
を
対
象
と
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
そ 

の
サ
イ
ト
は
従
来
よ
り
外
部
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
句
会
報
や
句
報 

に
掲
載
す
る
皆
様
の
コ
メ
ン
ト
は
、
そ
の
点
を
意
識
し
て
投
稿
し
て
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
句
会 

報
編
集
時
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
書
き
手
の
方
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
、
編
集
段
階
で
手
を
加
え
さ
せ
て
戴 

く
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
ご
了
解
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
☆
☆
☆
☆ 

 

【
故
西
澤
國
護
さ
ん
（
令
和
八
年
六
月
十
二
日
ご
逝
去
） 

追
悼
の
言
葉 

追
悼
句
】 

 

青
葉
会
句
会
に
て
出
句
さ
れ
た
國
護
さ
ん
の
句
の
内
、
句
友
の
支
持
を
得
た
句
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

見
通
し
の
き
く
影
と
な
り
冬
木
立 

 
 
 

庭
の
柚
子
も
ぎ
た
て
香
る
夕
支
度 

浮
き
雲
の
白
さ
軽
さ
も
秋
の
空 

賀
状
書
く
毎
年
減
る
も
心
籠
め 

夏
帽
子
か
な
り
に
若
さ
取
り
戻
し 

紫
陽
花
に
濃
き
青
残
し
通
り
雨 

 
 
 
 

 

青
葉
会
の
句
友
で
あ
り
代
表
で
も
あ
る 

久
米
五
郎
太
さ
ん
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。 

西
澤
国
護
さ
ん
が
六
月
に
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
享
年
八
十
歳
、
私
の
半
年
後
の
生
ま
れ
、
春
ま
で
出
句
、

選
句
を
共
に
し
て
い
た
だ
け
に
、
驚
き
、
悲
し
み
も
大
き
い
。 

「
こ
の
歳
か
ら
俳
句
を
や
る
が
、
遅
す
ぎ
ま
す
か
と
」
と
言
っ
て
青
葉
会
に
入
っ
て
き
た
の
が2022

年
三
月
。
始

め
の
う
ち
は
美
し
い
花
や
景
色
、
美
味
を
詠
み
た
い
と
、
か
な
り
苦
労
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が2025

年
の
秋
頃

に
は
「
見
通
し
の
き
く
影
と
な
り
冬
木
立
」
な
ど
の
秀
句
を
作
る
。
風
景
や
空
な
ど
自
然
の
捉
え
方
が
上
手
で
あ

っ
た
。 

長
野
県
松
本
市
出
身
、
ご
実
家
は
我
々
の
世
代
が
使
っ
た
ス
キ
ー
板NISHIZAWA

を
製
作
し
て
い
た
。
ご
本
人

に
よ
れ
ば
、
元
は
書
店
、
江
戸
時
代
に
は
出
版
も
や
っ
て
い
た
由
。 

丸
紅
の
繊
維
部
門
出
身
、
ミ
ラ
ノ
駐
在
中
は
ア
ル
プ
ス
で
ス
キ
ー
を
。
句
会
中
は
あ
ま
り
多
く
を
喋
ら
な
か
っ

た
が
、
忘
年
句
会
で
小
噺
を
披
露
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
痩
身
長
躯
で
、
お
洒
落
で
も
あ
っ
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

五
郎
太) 
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追
悼
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
た
ひ
と
り
句
友
が
夏
の
星
と
な
る 

 
 

孤
舟 

山
並
の
夏
日
に
浮
か
び
影
と
消
ゆ 

 
 

五
郎
太 

蓮
の
花
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
似
合
う
句
友
逝
く 

 

千
恵 

蕣
や
句
を
残
し
逝
く
野
辺
の
道 

 
 
 
 
 

隆 
 
 

 

小
咄
の
亡
き
人
偲
ぶ
梅
雨
の
闇 

 
 
 
 
 

昇 

呼
び
慣
れ
し
俳
号
儚
く
梅
雨
最
中 

 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

少
年
の
心
保
ち
て
夏
に
逝
く 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 
 

 

こ
の
ほ
か
多
く
の
句
友
か
ら
、
俳
句
を
共
に
愛
す
る
者
と
し
て 

句
友
が
居
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
大
変
寂
し
い
。
こ
こ
ろ
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

と
の
お
言
葉
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令
和
八
年
八
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
了
） 

 


